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本書の目的 

本書では、Oracle Cloud MarketplaceのOracle Real User Experience Insight

（Oracle RUEI）アプリに含まれる機能および強化点の概要を説明しています。本書は、
Oracle RUEIアプリを使用することで得られるビジネス上の利点の評価と、ITプロジェクトの
計画立案を支援することのみを目的としています。 

免責事項 

本文書には、ソフトウェアや印刷物など、いかなる形式のものも含め、オラクルの独占的な

所有物である占有情報が含まれます。この機密文書へのアクセスと使用は、締結および
遵守に同意したOracle Software License and Service Agreementの諸条件に従う
ものとします。本文書と本文書に含まれる情報は、オラクルの事前の書面による同意なしに、
公開、複製、再作成、またはオラクルの外部に配布することはできません。本文書は、ライ
センス契約の一部ではありません。また、オラクル、オラクルの子会社または関連会社との

契約に組み込むことはできません。 

本書は情報提供のみを目的としており、記載した製品機能の実装およびアップグレードの
計画を支援することのみを意図しています。マテリアルやコード、機能の提供をコミットメント
（確約）するものではなく、購買を決定する際の判断材料になさらないでください。本書に
記載されている機能の開発、リリース、および時期については、弊社の裁量により決定されます。
製品アーキテクチャの性質上、コードが大幅に不安定化するリスクなしに、本書に記載されて
いるすべての機能を安全に含めることができない場合があります。 
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目的 

Oracle Real User Experience Insight（Oracle RUEI）は、実際のユーザー・エクスペリエンスを監視します。これを使用することで、キー・
パフォーマンス・インディケータ（KPI）および品質保証契約（SLA）を定義でき、しきい値を超えた場合の警告通知を有効化できます。 

このホワイト・ペーパーでは、Oracle Cloud MarketplaceのアプリとしてのOracle RUEIを紹介し、簡単なデプロイ方法と、Oracle Cloudで実
行されるOracle E-Business Suite（Oracle EBS）Demoアプリケーション（Oracle EBS 12.2.9 Demo Install Image）の監視を開始
する方法を示します。 
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はじめに 

Oracle Real User Experience Insight（Oracle RUEI）は、ビジネス・クリティカルなアプリケーションから実際のユーザー・トラフィックを
レポートするユーティリティです。企業は10年以上前からOracle RUEIを利用することにより、実際のエンドユーザー・エクスペリエンスを
把握して、オンプレミス・ベースのWebインフラストラクチャの価値を最大限に引き出しています。その一方で、クラウドでのOracle RUEIは
一般的な機能強化リクエストとなっています。高まり続けるお客様の要望に応えるため、Oracle Cloud Marketplaceでアプリとして
入手できる製品を作成しました。Oracle RUEIをアプリとして設定することで、製品のインストール・プロセスと、クラウドベース・アプリケー
ションおよびオンプレミス・アプリケーションの監視が劇的に簡素化されます。 

Oracle Cloud MarketplaceのOracle RUEIアプリは、単一のLinuxホスト上にデプロイされたRUEIサーバーおよびリポジトリを含む、事前
構成済みのスタックです。本書で説明する手順に従うことで、従来のOracle RUEIのインストール手順を経ずにOCIコンパートメントに
Oracle RUEIをデプロイできます。 

この例でOracle RUEIが監視するサンプル・アプリケーションは、Oracle EBS Demoアプリケーション（Oracle EBS 12.2.9 Demo Install 

Image）で、同一の仮想クラウド・ネットワーク（VCN）にデプロイされた、Oracle Cloud Marketplaceで入手可能なアプリです。 

Oracle RUEIアプリおよびOracle EBSアプリのデプロイが完了したら、EBSインスタンスからRUEIインスタンスへトラフィックが流れるように、
Virtual Ethernet Network TAPおよびLayer Two Tunneling Protocol（L2TP）トンネルを構成する手順があります。 

 

図1：Oracle Cloud Infrastructure上にデプロイされるOracle RUEIおよびOracle EBS 
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Oracle CloudコンパートメントでのOracle RUEIアプリのデプロイ 

Oracle RUEIアプリのセットアップには、大まかに言って2つの手順があります。アプリのデプロイとトンネリングの設定です。 

このセクションでは、Oracle Cloudの既存のコンパートメントにOracle RUEIアプリをデプロイする手順について説明します。最初に仮想
クラウド・ネットワークを構成した後に、Marketplaceからアプリを起動します。Oracle RUEIアプリのデプロイを完了するまでの所要時間は
およそ30分です。 

仮想クラウド・ネットワークの構成 
 

1. ウェルカム電子メールにあるURLを使用して、Oracle Cloudコンソールにアクセスします。ユーザー名とパスワードを入力して
ログインします。  

図2：Oracle Cloudのログイン画面 
 

2. メイン・メニューから「Networking」→「Virtual Cloud Networks」を選択します。Virtual Cloud Networksページで、
プルダウン・メニューからコンパートメントを選択します。 

 
図3：メイン・メニュー - Virtual Cloud Networks 

 

3. 「Start VCN Wizard」をクリックします。 

図4：コンパートメント画面のVirtual Cloud Networks 



図6：Create a VCN with Internet Connectivity画面  
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4. デフォルトで"VCN with Internet Connectivity"が選択されます。「Start VCN Wizard」をクリックします。 

 

図5：Start VCN Wizard画面 

 

5. "Create a VCN with Internet Connectivity"ページが開きます。VCN名やコンパートメントなどの基本情報を入力します。
以下の例では、VCN名は"RUEI_VCN"で、コンパートメントは"RUEI_demo"です。これはテナンシーで作成されます。 

注：新しいコンパートメントを作成するには、メイン・メニューで「Identity」→「Compartments」を選択し、
「Create Compartment」をクリックします。 
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6. "Configure VCN and Subnets"セクションまでスクロール・ダウンします。値を変更するか、デフォルト値のままにします。
「Next」をクリックします。 

図7：Create a VCN with Internet Connectivity画面 

 

7. 構成を確認して「Create」をクリックします。 

図8：Create a VCN with Internet Connectivity画面 
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8. チェック・マークが更新されたら、「View Virtual Cloud Network」をクリックします。 
 

図9：Create a VCN with Internet Connectivity画面 

 

セキュリティ・リスト設定の構成 

 
9. VCNが作成されたら、"Resources"の下にある「Security List」をクリックします。 

 

図10：Virtual Cloud Networkページ 



9 ビジネス / 技術概要 / Oracle Real User Experience InsightをOracle CloudにデプロイしてOracle E-Business Suiteを監視する方法 / バージョン1.02 

Copyright © 2021, Oracle and/or its affiliates / 公開 

 

 

 
 
 

10. 表の「Default Security List for < VCN name>」リンクをクリックします。これは、パブリック・サブネット用のデフォルトのセ
キュリティ・リストです。 

 

図11：VCNページのSecurity Lists画面 

11. 「Ingress Rules」リンクを選択します。デフォルトでポート22に構成されているセキュリティ・ルールがあることを確認します。
「Add Ingress Rules」をクリックします。 

 

図12：Default Security List for VCNページ 
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12. "Ingress Rule"ページが開きます。以下のエントリを入力して新しいルールを作成し、「Add Ingress Rules」をクリックします。 

• Stateless: no, type:CIDR, source:0.0.0.0/0, protocol:TCP, destination port:443, description: web-https 
• Stateless: no, type:CIDR, source:0.0.0.0/0, protocol:L2TP, description:L2TP 

 

図13：Add Ingress Rules画面 – HTTPS 
 

図14：Add ingress Rules画面 – L2TP 

 

13. Ingress Rules画面で、デフォルトのセキュリティ・リストの構成変更を確認します。 
 

図15：Ingress Rules画面 
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Oracle RUEIアプリのデプロイ 
 

14. 次に、MarketplaceからOracle RUEIアプリをデプロイします。メイン・メニューから、
「Marketplace」→「Applications」を選択します。 

 

図16：メイン・メニュー – Marketplace、Applications 

 

15. Marketplaceページで、"Real User Experience Insight"と入力し、All ApplicationsセクションでOracle RUEIアプリを
検索します。Oracle RUEIアプリをクリックします。 

 

図17：Marketplaceページ 
 

16. コンパートメントを選択して条件と制限事項に同意し、「Launch Stack」をクリックします。 
 

図18：Oracle RUEI Applicationページ 
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17. 名前と説明を入力します。オプションでタグを選択できます。「Next」をクリックします。 

 

図19：Create Stackページ（1/5） 

 

18. "General Settings"セクションで、リージョン、ターゲット・コンパートメント、および使用可能なドメインを選択します。 

 

図20：Create Stackページ（2/5） 
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19. "RUEI reporter details"セクションでRUEIパスワードを入力し、インスタンス・シェイプを選択してSSH公開鍵を入力します。
RUEIインスタンスにアクセスするには、SSHキーが必要となります。SSHキーの作成について詳しくは、OCIドキュメントのキー・
ペアの作成セクションを参照してください。 

 

図21：Create Stackページ（3/5） 
 

20. "Networking details for RUEI and Oracle Database"セクションで、コンパートメント、VCN、およびサブネットを選択します。
先ほど作成したVCNを選択してください。この例では、Publicサブネットが選択されています。「Next」をクリックします。 

 

図22：Create Stackページ（4/5） 

https://docs.cloud.oracle.com/en-us/iaas/Content/GSG/Tasks/creatingkeys.htm
https://docs.cloud.oracle.com/en-us/iaas/Content/GSG/Tasks/creatingkeys.htm
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21. 構成を確認して「Create」をクリックします。 
 

図23：Create Stackページ（5/5） 

 
22. "Resource Manager Job"画面が開き、ジョブの実行が開始されます。完了までの所要時間はおよそ10～12分です。 

 

図24：Resource Manager Jobページ – 進行中 
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23. ジョブが完了したら、数秒待機してからページをリフレッシュします。"Application Information"タブが表示されるまでこれを繰り返し
ます。または、ブレッドクラムの「Stack Details」をクリックします。その後、「Application Information」タブをクリックします。 

 

図25：Resource Manager Jobページ – 完了 

 

24. 「Open RUEI」ボタンをクリックします。Oracle RUEIのURLも画面に表示されます。 
 

図26：Resource Manager Jobページ – Application Informationタブ 
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25. 新しいブラウザ・タブにOracle RUEIのログイン・ページが開きます。または、前の手順の画面からパブリックIPアドレスをコピー
し、アドレス・バーにhttps://<public IP address>/ruei/と入力することもできます。ユーザー名に"admin"と入力しま
す。パスワードは、アプリのデプロイ中に指定したRUEIパスワードです。 

 

図27：Oracle RUEIのログイン・ページ 

 

26. Oracle CloudにデプロイされたOracle RUEIアプリにログインできました。これで完了です。 

 

図28：Oracle RUEIのランディング・ページ 
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Oracle E-Business Suiteアプリのデプロイ 

次に、Oracle RUEIで監視するアプリケーションが必要です。この例では、Oracle EBS 12.2.9 Demo Install Imageを使用して、OCI

コンパートメントに別のインスタンスを作成します。このイメージには、Oracle Linux 7上で動作するOracle Database 19cおよび
Oracle EBS 12.2.2.9が含まれています。 

Oracle EBS 12.2.9 Demoアプリのデプロイについては本書の範囲外ですが、詳しくはMOS Note "Provision a New Oracle E-

Business Suite Installation on a Single Node on Oracle Cloud Infrastructure（Doc ID 2764690.1）"で説明されてい
ます。 

 

図29：Oracle EBSアプリのセットアップ指示ページ 

1. ステップ・バイ・ステップ・ガイドに従ってOracle Cloud MarketplaceでOracle EBS 12.2.2.9 Demo Imageを検索し、VCNを構成して
Oracle EBSアプリをデプロイします。このプロセスの完了までの所要時間はおよそ30分です。 

 

図30：Oracle EBS 12.2.9 Demo Install Imageのページ 

https://support.oracle.com/epmos/faces/DocumentDisplay?id=2764690.1
https://support.oracle.com/epmos/faces/DocumentDisplay?id=2764690.1
https://support.oracle.com/epmos/faces/DocumentDisplay?id=2764690.1
https://support.oracle.com/epmos/faces/DocumentDisplay?id=2764690.1
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2. 例では、Oracle EBSアプリをOracle RUEIアプリと同じVCN上に構成することで、セキュリティ・リスト設定を簡素化しています。
これにより、RUEIレポータが使用するのと同じセキュリティ・リストにEBS Webエントリ・ポートを追加できます。 

注：Oracle EBSアプリのVCNの構成について詳しくは、Oracle EBSアプリ・セットアップ・ドキュメントのセクション3、ステップ3.5を
参照してください。 

 

図31：Oracle EBS 12.2.9 Demo Installセットアップ・ページのConfigure Network画面 
 

図32：Security List DetailsページのIngress Rules画面 

https://support.oracle.com/epmos/faces/DocumentDisplay?id=2764690.1
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3. デフォルトでは、Oracle EBSアプリケーションは、ホスト+ドメインが"app.example.com"として構成されます。これは例示のように
見えるかもしれませんが、そうではありません。Oracle EBSアプリケーションにログオンするために参照する必要があるのは、ブラウザの
アドレス・バーにある実際のドメイン名です。 

 

図33：Oracle EBSセットアップ・ドキュメントのWebエントリ・ポイントの構成手順 
 

4. Oracle EBSアプリでは、ホストやドメインなどのWebエントリ情報を変更するためのオプションが提供されています。この例では、
ホスト+ドメインは"ebsdemo.demo.com"です。これが、本書で後述する、Oracle RUEI Webインタフェースで構成する
必要のある実際のドメインです。 

注：Webエントリの変更方法について詳しくは、Oracle EBSアプリのセットアップ・ドキュメントのセクション3、ステップ3.6を参照してください。 
 

図34：コマンドライン・インタフェース – エントリ・ポイントの構成 
 

5. Oracle EBSアプリがデプロイされると、ブラウザを使用してアプリケーションにログインできるようになります。 
 

図35：Oracle EBSのログイン・ページ 

https://support.oracle.com/epmos/faces/DocumentDisplay?id=2764690.1
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トンネリングの設定 

Oracle RUEIのトンネル設定 

前のセクションの手順に従って、Oracle RUEIアプリおよびOracle EBSアプリのデプロイに成功しました。ただし、この時点ではOracle 

RUEIはまだデータを何も収集していません。このセクションでは、Virtual Ethernet Network TAPおよびL2TPトンネルを設定します。
これにより、トラフィックがOracle EBSアプリケーションからRUEIインスタンスへ流れることができるようになります。このセクションの手順は、
Oracle CloudでのOracle RUEIアプリおよびOracle EBSアプリのセットアップに固有であることに注意してください。トンネリングについて
詳しくは、Oracle RUEI管理ガイドの付録B、"仮想ネットワークTAPおよびL2TPトンネルの設定"を参照してください。この手順の完了
までの所要時間はおよそ30分です。 

 
1. OCIにログインします。メイン・メニューから、「Compute」→「Instances」を選択します。 

 

図36：メイン・メニュー → Instances 

2. Oracle EBSとOracle RUEIを同じコンパートメントにデプロイしたとすると、2つのインスタンスが表示されます。
RUEIレポータ・インスタンスのリンクをクリックします。 

 

図37：コンパートメント・ページのインスタンス 
 

3. RUEIレポータ・インスタンス・ページから、パブリックIPアドレスおよびプライベートIPアドレスを書き留めます。
この情報は、後で必要になります。 

図38：RUEI Reporter Instanceページ 

https://docs.oracle.com/en/enterprise-manager/cloud-control/enterprise-manager-cloud-control/13.5/ruiab/setting-virtual-network-tap-and-l2tp-tunnel.html#GUID-09761376-B14D-452D-8942-444E0C835C34
https://docs.oracle.com/en/enterprise-manager/cloud-control/enterprise-manager-cloud-control/13.5/ruiab/setting-virtual-network-tap-and-l2tp-tunnel.html#GUID-09761376-B14D-452D-8942-444E0C835C34
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4. 次に、Secure Shell（SSH）を使用してRUEIインスタンスへ接続します。この例では、Unix形式のオペレーティング・システムが使
用されています（LinuxやMac OSなど）。Windowsシステムから実行中のLinuxインスタンスに接続するには、OCIドキュメント"

インスタンスへの接続"を参照してください。 

ターミナル・ウィンドウを開き、以下の形式でSSHコマンドを入力します。 

$ ssh –i <private_key> <username>@<public-ip-address> 

以下に例を示します。 

$ ssh -i "/Users/demo/rsa/id_rsa" opc@158.101.16.xxx 

5. エディタ（例：viエディタ）でtunnels.confファイルを開きます。 

$ cd /opt/ruei/tunnel/receive/conf 

$ sudo vi tunnels.conf 

 
以下の形式で、Oracle RUEIおよびOracle EBSのプライベートIPアドレスを含む行を追加します。 

<Private IP of RUEI instance> <Private IP of EBS instance> - - 

 
たとえば、RUEIインスタンスとEBSインスタンスのプライベートIPが10.0.0.2と10.0.0.3の場合は、以下のように行を追加します。 

 
10.0.0.2 10.0.0.3 - - 

 

図39：コマンドライン・インタフェース – tunnels.conf 

 

6. confファイルを保存して、サービスを再ロードします。 

$ sudo systemctl reload ux-tunnel-receive 

 
これで、RUEIインスタンスでサービスが開始されます。 

https://docs.cloud.oracle.com/en-us/iaas/Content/GSG/Tasks/testingconnection.htm
mailto:opc@158.101.16.xxx
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次に、RUEI Virtual Ethernet TAPおよびL2TP tunnel transmit helper tooling RPM（ux- tunnel-transmit）をEBS

インスタンスにコピーする必要があります。ux-tunnel-transmit RPMは、すでに/root/ruei/rpms/ux- tunnel-transmit-*.rpmに抽出
されています。RPMをコピーするために推奨されるアプローチは、RUEIレポータ・インスタンスから"scp"を経由することです。 

7. RUEIレポータ・インスタンスで、"root"ユーザーとして次のコマンドを実行し、SSH IDを生成します。 

$ sudo su 

$ ssh-keygen 

 
そして、以下のコマンドを実行して、生成されたキーを表示させます。 

 
$ cat ~/.ssh/id_rsa.pub 

 

図40：コマンドライン・インタフェース – SSHキー（1/2） 
 

8. id_rsa.pubの内容をクリップボードにコピーします（このファイルの内容は1行で構成されることに注意してください）。このSSH IDは、
次のセクションでRPMをEBSインスタンスにコピーするために必要となります。ターミナル・ウィンドウはまだ閉じないでください。 

 

図41：コマンドライン・インタフェース – SSHキー（2/2） 
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Oracle EBSのトンネル設定 

 
9. 次に、Oracle RUEIによって監視されるアプリケーション・インスタンスに接続します。この例では、同じコンパートメントで実行される

Oracle EBSアプリケーションを使用します。OCIにログインして、メイン・メニューから「Compute」→「Instances」を選択し、EBSイン
スタンスを選択します。パブリックIPおよびプライベートIPを書き留めます。 

画面で、"Virtual Cloud Network:"の隣にあるVCN名のリンクをクリックします。この例では、VCNは"RUEI_VCN"です。VCN

ページが開きます。VCNページから「Security Lists」をクリックし、「Default Security List」リンクを選択します。 
 

図42：EBSインスタンスのページ 

 

10. この例では、RUEIインスタンスとEBSインスタンスの両方で同じVCNが使用されているため、L2TPはすでに設定されています。
EBSインスタンスで別のVCNを設定している場合は、L2TPプロトコル用の新しい受信ルールを追加します。詳しくは、本書の
"セキュリティ設定の構成"セクションを参照してください。 

 

図43：Ingress Rules画面 
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11. ターミナル・ウィンドウを開き、以下の形式を使用してEBSインスタンスに接続します。 

$ ssh –i <private_key> <username>@<public-ip-address> 

 
以下に例を示します。 

 
$ ssh -i "/Users/demo/rsa/id_rsa" opc@129.146.107.xx 

 
12. EBSインスタンスで、"opc"ユーザーとしてエディタで~/.ssh/authorized_keysを開きます（例：viエディタ）。 

$ vi ~/.ssh/authorized_keys 
 

図44：コマンドライン・インタフェース – 権限のある鍵（1/3） 

 

13. すでに少なくとも1つのエントリがあることに注意してください。RUEIレポータ・インスタンスからコピーしたid_rsa.pubファイルの内容を
新しい行に貼り付けます。必要に応じ、手順8に戻ってSSH IDをクリップボードにコピーします。 

 

図45：コマンドライン・インタフェース – 権限のある鍵（2/3） 

mailto:opc@129.146.107.xx
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14. 鍵がファイルにコピーされます。ファイルを保存します。 
 

図46：コマンドライン・インタフェース – 権限のある鍵（3/3） 

 

これで、RUEIレポータ・インスタンス上の"root"ユーザーからEBSインスタンス上の"opc"ユーザーにSSHセッションを開くことができる
ようになります。 

15. RUEIインスタンスのターミナル・ウィンドウに戻ります。"root"ユーザーとして、以下のコマンドを実行し、Oracle EBSアプリケーションで
実行されているWebサービスを検索します。 

$ sudo su（rootユーザーに切り替わります） 
$ cd /opt/ruei/tunnel/receive 
$ ./ux-tunnel-receive discover tunnel -c opc@EBS_IP -i IDENTITY_FILE >detect.info 

以下に例を示します。 

$ ./ux-tunnel-receive discover tunnel -c opc@138.1.159.xx -i ~/.ssh/id_rsa >detect.info 

 
コマンド出力は以下のようになります。 

[root@rueireporter receive]# ./ux-tunnel-receive discover tunnel -c opc@138.1.159.xx -i ~/.ssh/id_rsa >detect.info 
[local:info ] Auto detect VTAP/L2TP tunnel configuration of '138.1.159.xx' 
[local:info  ] Remote connection established 
[local:info ] Detected OS:"Oracle Linux Server" - "7.9" 
[local:info ] Start HTTP(S) port detection... 
[remote:info ] Done HTTP(S) port detect (3 HTTP, 1 HTTPS of 23 open ports) 
[local:info ] Detected HTTP(s) mirror ports: 
[local:info ] - n/a 
[local:info ] - Port 4443 
[local:info ] - Protocol :HTTPS 
[local:info ] - HTTP status :200 
[local:info ] - SSL version :TLSv1/SSLv3 
[local:info ] - SSL cipher :AES256-GCM-SHA384 
[local:info ] - SSL ephemeral: no-ephemeral 
[local:info ] - n/a 
[local:info  ]  - Port 7775 

mailto:opc@138.1.159.xx
mailto:opc@138.1.159.xx
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[local:info ] - Protocol :HTTP 
[local:info ] - HTTP status :404 
[local:info ] - n/a 
[local:info ] - Port 7776 
[local:info ] - Protocol :HTTP 
[local:info ] - HTTP status :404 
[local:info ] - n/a 
[local:info ] - Port 8000 
[local:info ] - Protocol :HTTP 
[local:info ] - HTTP status :200 
[local:info  ] Detected mirror interface: ens3 
[local:info  ] Detected transmitter tunnel endpoint: 
[local:info ] - Local IP :10.0.0.101 
[local:info ] - Receiver IP :130.35.13.xx 
[local:info ] Detected receiver tunnel endpoint: 
[local:info ] - Local IP :10.0.0.157 
[local:info ] - Transmitter IP:138.1.159.xx 
[local:info ] Detected NAT for receiver IP 
[local:info ] Detected NAT for transmitter IP 
[root@rueireporter receive]# 

 

16. オプションで、infoファイルの内容を確認します。この情報は、次の手順でVirtual Ethernet Network TAPを構成するために
使用されます。 

[root@rueireporter receive]# more detect.info 
transmit:130.35.13.xx 10.0.0.101 ens3  i4443,i7775,i7776,i8000  10.0.0.101 
receive:10.0.0.157 138.1.159.xx - 10.0.0.101 

17. 以下のコマンドを実行して、RUEIサーバーからリモートでEBSホスト上のux-tunnel-transmit RPMをインストールします。RPM

ファイルは、RUEIインスタンス・ホスト上の/root/ruei/rpmsディレクトリにあります。 

$ ./ux-tunnel-receive discover tunnel-install -c opc@EBS_IP -i IDENTITY-FILE -f detect.info -a ux-tunnel- 
transmit-<version>.rpm 

以下に例を示します。 

$ ./ux-tunnel-receive discover tunnel-install -c opc@138.1.159.xx -i ~/.ssh/id_rsa -f detect.info -a 
/root/ruei/rpms/ux-tunnel-transmit-13.5.1.0.0-20210415.x86_64.rpm 

 
 

[root@rueireporter receive]# ./ux-tunnel-receive discover tunnel-install -c opc@138.1.xx.xx -i ~/.ssh/id_rsa -f detect.info -a 
/root/ruei/rpms/ux-tunnel-transmit-13.5.1.0.0-20210415.x86_64.rpm 
[local:info ] Imported config (detect.info) 
[local:info  ] Install VTAP/L2TP tunnel configuration on '138.1.159.xx' 
[local:info  ] Remote connection established 
[local:info ] Detected OS:"Oracle Linux Server" - "7.9" 
[local:info  ] Transmitted 'ux-tunnel-transmit-13.5.1.0.0-20210415.x86_64.rpm' 
[remote:info ] (Re-)installing ux-tunnel-transmit RPM dependencies using yum 
[local:info  ] (Re-)installed rpm 'ux-tunnel-transmit-13.5.1.0.0-20210415.x86_64.rpm' on remote system 
[remote:info ] Adding/updating transmitter tunnel configuration: 
[remote:info ] * Local IP :10.0.0.101 
[remote:info ] * Receiver IP  :130.35.13.xx 
[remote:info ] * Monitored interface: ens3 
[remote:info ] * Monitored ports : i4443,i7775,i7776,i8000 
[remote:info ] * Tunnel ID :10.0.0.101 (167772261) 
[local:info ] Successfully updated tunnel configuration 
[remote:info ] ● ux-tunnel-transmit.service - LSB:Bring up/down RUEI mirror tunnel 
[remote:info ] Loaded: loaded (/etc/rc.d/init.d/ux-tunnel-transmit; bad; vendor preset: disabled) 
[remote:info ] Active: active (running) since Sat 2021-06-12 11:57:44 CDT; 56ms ago 
[remote:info ] Docs: man:systemd-sysv-generator(8) 
[remote:info ] Process:9244 ExecStart=/etc/rc.d/init.d/ux-tunnel-transmit start (code=exited, status=0/SUCCESS) 

mailto:opc@138.1.159.xx
mailto:opc@138.1.xx.xx
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[remote:info ]  Memory:3.3M 
[remote:info ] CGroup: /system.slice/ux-tunnel-transmit.service 
[remote:info ] ├─ 9684 tund 

[remote:info ] └─10112 sleep 20 
[remote:info ] 
[remote:info ] Jun 12 11:57:44 2104-ebs-yutaka systemd[1]:Started LSB:Bring up/down RUEI mirror tunnel. 
[local:info ] Successfully (re)started the ux-tunnel-transmit service 
[local:info  ] Adding/updating receiver tunnel configuration: 
[local:info  ] * Local IP :10.0.0.157 
[local:info ] * Transmitter IP  :138.1.159.xx 
[local:info ] * Tunnel ID :10.0.0.101 (167772261) 
[local:info ] Config added tunnel. 
[local:info  ] Multi tunnel receiver updating 
[local:info  ] L2TP updating 
[local:info  ] L2TP updating '1' configured tunnels 
[local:info ] L2TP tunnel #0: device 'ruei-mtun-00001' successfully added and linked to 'ruei-mtun'. 
[local:info ] L2TP '0' tunnel(s) removed 
[local:info ] L2TP '1' tunnel(s) added 
[local:info  ] L2TP update completed. 
[local:info ] Multi tunnel receiver successfully updated. 
[local:info ] Successfully updated receiver tunnel configuration 
[root@rueireporter receive]# 

 

上記の手順の完了時に、インスタンス間でHTTPトラフィックが流れます。上記のコマンドの実行時にエラーが表示される場合は、
Oracle RUEI管理ガイドの付録B、"仮想ネットワークTAPおよびL2TPトンネルの設定"の"診断"でトラブルシューティングのヒントを
探してください。 

https://docs.oracle.com/en/enterprise-manager/cloud-control/enterprise-manager-cloud-control/13.5/ruiab/setting-virtual-network-tap-and-l2tp-tunnel.html#GUID-88D6591B-343B-4924-8457-34F74E8E50B5
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Oracle RUEI WebインタフェースでのOracle EBS監視の設定 

Oracle RUEIおよびOracle EBSのデプロイとトンネル設定がすべて整いました。監視を開始する前の最後の手順として、Oracle RUEI 

WebインタフェースでOracle EBSスイートを構成します。このセクションでは、これらの手順を紹介します。 

i. Oracle EBSの"スイート"を作成します。これにより、Oracleパッケージ・アプリケーションにすぐに使える監視機能が提供されます。 
ii. 監視情報を視覚化するためのダッシュボードを作成します。 
iii. "フル・セッションの再生"を有効化することで、ページ詳細を深く掘り下げることができます。 

Oracle EBSのスイートの作成 

1. ブラウザ・タブを開き、URL"https://<public IP address>/ruei/"でOracle RUEIページにログインします。 

2. 「Configuration」タブをクリックし、表の2行目にある「Protocols」リンクをクリックします。 
 

図47：Oracle RUEI Configurationページ 

 

3. 「HTTP」をクリックします。 
 

図48：プロトコル画面 

 

4. 「8000」を追加し、「Save」をクリックします。 
 

図49：Edit profile ports画面 
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5. 「Applications」をクリックします。Applicationペインが開きます。「Suites」をクリックします。 
 

図50：Oracle RUEI Configurationページ 
 

6. 「New Suite」アイコンをクリックします。 
 

図51：Oracle RUEI Configurationページ – Suites 
 

7. スイート名、ドメイン、およびポートを入力します。デフォルトでは、Oracle EBS 12.2.9アプリケーションにおいてはドメインに
"app.example.com"が設定されます。この値は、Oracle EBSアプリのセットアップ中にカスタマイズできます。この例では、
ドメイン名は"ebsdemo.demo.com"です。「Next」をクリックします。 

注："app.example.com"は、例示ではなく、Oracle EBSアプリによって設定される実際のドメインです。Webエントリの変更方法に
ついて詳しくは、Oracle EBSアプリのセットアップ・ドキュメントのセクション3、ステップ3.6を参照してください。 

図52：New Suite画面 

https://support.oracle.com/epmos/faces/DocumentDisplay?id=2764690.1
https://support.oracle.com/epmos/faces/DocumentDisplay?id=2764690.1
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8. Oracle EBSアプリケーション向けに作成した"スイート"のエントリを検証します。 
 

図53：Oracle RUEI Configurationページ – Suite overview画面 

 

ダッシュボードの作成 

 
9. 「Dashboard」タブをクリックします。"Templates"の下にある「Default」をクリックします。 

 

図54：Oracle RUEI Dashboardページ – New dashboard 

10. ダッシュボードの名前を入力し、Data accessには「Suite-specific」を、Suite typeには「E-business Suite」、
Applicationには上記のOracle EBS向けに指定したスイート名を選択します。「Save」をクリックします。 

 

図55：Add Dashboard画面 
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11. ダッシュボードが作成されました。Oracle RUEI画面にトラフィックが表示されるまでには（デフォルトで）最大5分かかることに注意して
ください。 

 

図56：Oracle RUEI Dashboardページ 
 

フル・セッション再生の有効化 
 

12. オプションで、セッション再生を有効化して完全なユーザー・セッション・データを保存できます。これにより、セッション中にユーザーに
よって表示される各ページを確認できます。「Configuration」タブをクリックします。「Security」→「Replay logging policy」を
選択します。「No replay」のテキストをクリックします。 

 

図57：Oracle RUEI Configurationページ – Replay logging policy画面 
 

13. "Edit default replay action"ウィンドウが開きます。デフォルトでは、セッション再生設定は無効化されています。プルダウン・
メニューをクリックし、値を"No replay"から"Complete logging"に変更します。「Save」をクリックします。 

 

図58：Edit default replay action画面 
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14. 「Browse Data」タブをクリックします。画面の左下のプルダウン・メニューで「All sessions」を選択してから、
「Session Diagnostics」を選択します。ApplicationフィルターでOracle EBSスイートを選択し、User IDで
SYSADMIN（またはOracle EBSへのログインで使用されるユーザー）を選択します。「Search」をクリックします。 

 

図59：Oracle RUEI Browser dataページ -Session diagnostics、Search filters画面（1/3） 

 

15. セッション情報が表示されます。"Period"列の下の日付/時間リンクを選択します。 
 

図60：Oracle RUEI Browser dataページ -Session diagnostics画面（2/3） 
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16. いずれかのセッション・リンクを選択してセッションの詳細に絞り込むか、またはカメラ・アイコンをクリックしてセッション再生を
表示させます。 

 

図61：Oracle RUEI Browser dataページ -Session diagnostics画面（3/3） 

 

17. レンダリングされたHTMLビューによるセッション再生ページのサンプルを以下に示します。 

 
図62：Oracle RUEI Full Session Replayページ 
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まとめ 

パッシブ監視ユーティリティであるReal User Experience Insightでは、ITのステークホルダがアプリケーション・ユーザーのエクスペリエンスにつ
いて共通の理解を深められるようになります。アプリケーションの変更や計測を行うことなく、本番環境へのデプロイが可能です。Oracle 

Cloud MarketplaceのOracle RUEIアプリを使用することにより、Oracle Real User Experience InsightをOracle Cloudにデプロイし、
クラウド・アプリケーションの監視を迅速に開始できます。 
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